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神奈川県鎌倉市⽴植⽊⼩学校

〜授業・モジュール授業・保護者⾯談での活⽤〜
植⽊⼩学校では、ラインズｅライブラリのデジタルドリルや授業⽀援機能、学習履歴等、さまざまな機能・

教材を活⽤しています。今回は、授業とモジュール授業、保護者⾯談での実践をご紹介します。

▲ 本授業で活⽤した
思考⼒育成問題の⼀例

算数 3年︓重さのたんいとはかり⽅

う え き

この⽇は、単元のまとめにラインズｅライブラリの発展的なデジ
タルドリルの⼀つである「思考⼒育成問題」で既習内容の復習をし
ました。
まず、児童は、クラスの到達度をリアルタイムで把握できる「授

業⽀援機能」で出題された思考⼒育成問題に個⼈で取り組みます。
次に出題された問題のプリントを利⽤し、グループで「何を問わ

れているか」を確かめ、「考え⽅」や「解き⽅」について意⾒を出
し合います。その後、グループの意⾒をクラス全体に発表します。
それぞれのグループから、さまざまな視点の意⾒が発表され、充実
した学習活動が展開されていました。

「思考⼒育成問題」と「授業⽀援機能」で学びを深める

授業⽀援機能で出題された「思考
⼒育成問題」に個⼈で取り組む。

ドリル問題のプリントを使って、グ
ループで解き⽅や考え⽅を教え合う。

代表者が提⽰機器に書き込みな
がら解き⽅や考え⽅を発表する。

「ラインズｅライブラリはAI型ドリルで個別最適な学び
が⾏えるだけでなく、思考⼒育成問題と授業⽀援機能を組
み合わせて使うことで対話的・協働的な学びの充実も図
れます。特に授業⽀援機能は児童の理解状況をリアルタイ
ムに把握でき、適宜、授業の⽅向修正をできる点が良いで
す」と渡辺先⽣。本時でも授業⽀援機能で児童の理解度を
確認し、児童の考えを補う声かけをすることで活発な意⾒
交換を促し、学びを深めていました。

「個別最適な学び」に加え、「対話的・協働的な学び」を実現

▲ 児童の理解状況にあわせて
適宜、指導、声かけを⾏う
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保護者⾯談時の学習履歴利⽤例

※学校の情報は取材時（2024年度）のものです。

インタビュー オンラインと対⾯で学習者中⼼の学びをデザインする
教育現場にICTが導⼊されるまでは、対⾯で指導する授業が主流でした。

環境が整った現在では、インターネットを使った情報収集やラインズｅライ
ブラリを活⽤した個別最適な学びなどのオンラインによる学びで指導時の引
き出しが増え、これまでにない授業が実践できていると感じています。
また、ラインズｅライブラリの学習履歴を活⽤することで、これまで気づ

けなかった児童の特性や頑張りを把握することができ、児童⼀⼈ひとりを
しっかり⾒取ることができるようになりました。
加えて、本校では毎週末、⾃主学習の充実のために、タブレットの持ち帰

りを⾏っていますが、プリントでは⾃主学習が進まなかった児童もラインズ
ｅライブラリを活⽤することで、学習のハードルが下がり、意欲的に取り組
めるようになりました。

モジュール授業での確認テストを学期末の復習につなげる
毎週⽕曜⽇の昼休み（15分）と⽔・⽊・⾦曜⽇

の朝の帯時間（10分）にモジュール授業を⾏って
います。この⽇は、単元ごとの理解度を把握でき
る「確認テスト」に取り組みました。
「確認テストを活⽤するとクラスの苦⼿を俯瞰

し、⾒取ることができ、今後の指導に⽣かせま
す」と渡辺先⽣。苦⼿な内容は、学期末の授業で
復習をして、次の学期に苦⼿を持ち越さないよう
にしています。

▲ 確認テスト中、渡辺先⽣は机間指導を実施

学習履歴を保護者の理解・安⼼感につなげる
渡辺先⽣は、ラインズｅライブラリの学習履歴を保護者⾯談時に活⽤しています。学習状

況や解答傾向を、単元や分野ごとに⾒せることで、保護者が児童を褒めるきっかけになった
り、家庭学習でフォローしてほしい内容を明確に伝えたりすることができます。また、児童
の学習状況がわかり、保護者の安⼼感にもつながっているとのことでした。

3年⽣担任
渡辺 貴博 先⽣

この2つの分野の理解
が不⼗分なようです。

2回のくり下がりが理解でき
ていないので家庭学習で重点
的に取り組んでみてください。

3けたの数のひき算で
つまずいているようです。

▲ 確認テストとドリルの平均点
を表⽰

▲ 間違えた問題の解答を表⽰▲ 確認テストの分野ごとの理解状況
を表⽰


